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　（演題2）　従来の1311にかわって1251による映

像を得ようというもので，全く基礎的な検討から

取組まれているものである．格子比が高く，焦点

距離も長いものがよいとのことであるが，将来は

コリメータの改造等が予定されている．臨床的有

用性を考慮して1311より1251による像を得ようと

いう実際上の要求から行われたもので今後の成果

が期待される．

3・TSH　RIA　Kitの使用経験
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　従来より使用されているTSHのRIAは，　assay

に2日間を要していたが，今回報告するKitは，

凡そ5時間でassayできる．

　基礎的検討：IntraassayでCVは3．6～4．9％，

Interassayで4．9～7．3％であった．

　回収率は96・1～100％，稀釈試験では，2．7μU／

m1以下の場合に悪く0～77．8％であったが，4μ

U／m1以上のものでは92．5～102．9％と良好であっ

た．

　試薬及び血清量を各々1／2量にして，測定した

が，いずれの場合も標準曲線，測定値共にほとん

ど一致した．

　臨床的検討：正常値は2．0～7．1μU／m1で4．6±

1・5μU／m1，機能低下症は23．5μU／m1以上，機能

元進症は6．3μU／ml以下であった．　HTSH　Kitと

の相関は0・96でy＝0．8x＋2．8の回帰曲線が得ら

れた．
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4．甲状腺99mTc－Space簡易測定法としてのNeck

　／Thigh　Ratioの検討
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　99mTcのNeck／Thigh　Ratio（N／T比）が甲状腺

機能検査として，臨床的に有用である事を第26回

日本内分泌西部部会総会，第18回核医学会に発表

して来た．そこで今回は，99mTcの静注後，甲状

腺／血液比（T／B比），いわゆるTc　Space（m1）が

一定に達する事を利用し，Tc　SpaceとNIT比の

相関を求め検討を行った．

　（方法）T／B比はまず甲状腺重量，単位重量（g）

及び単位血中（m1）の99mTcカウントを測定しな

ければならない．そこでヒトin　vivoでその条件

を満足する対象として，手術予定のバセドウ氏病

18名を選び，術前N／T比，術中T／B比の測定を

行い相関を求めた．T／B比はwel1型，又，　N／T

比はstandardのScint川ation　counterを用い，99m

Tc　lmCiの静注後30分にて行った．

　（結果）相関係数0．9583（p＜0．001）と有意の相

関が得られた（y＝O．762x－2．8068，x：N／T比，y：T／

B比）．よってTc　Spaceの測定がN／T比より可

能となる．

5．脳槽シンチグラフィーの検討
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　昭和50年より昭和53年末までの期間に89例の脳

槽シンチグラフィーを実施し，そのシンチグラフ

ィックパターンを検討すると共に，最終診断およ

びCTの所見と比較検討した．

　1）　シンチグラフィックパターンはMcCu－

110ughらの方法に従い，5型に分類した．その結
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